
医学教育研究センターは教育一号

館の６階にあります（旧医学教育

学）。大学生活に関すること、学業

に関すること、留学やボランティア、部

活に関すること。大学に関する悩みが

あれば、どんなことでも相談に乗りま

す。いつでもお越しください。「手薬煉

を引いて」お待ちしています。 

- スタッフ一同  

今号の特集 

 医学教育ＷＳ 

 今月の医学時事 

 E-Learningのお話 

 

久留米シティープラザ（第24回 医学教育ワークショップ開催場所） 

医学教育WS開催（9月1～2日） 
 「学生に能動的学修を習慣づける」をメインテーマとして、久留米シティプラザ（記事内に

場所の案内があります）にて医学教育ワークショップが開催されます。期間は９月１日～２

日の２日間で、招聘講演は、「共同学習の考え方と技法：安永悟先生」、「効果的なPBL 

tutorial：長田敬五先生」、「医学教育に願うこと — 患者の立場から：山口育子先生」を

予定しております。このワークショップでは、能動的学修の教育技法や、効果的なPBL-

tutorialを学ぶことができます。事前準備は不要です。また、両日に参加できなくても構いませ

ん。先生方には是非参加して頂きたいと思います。ＷＳの説明と、参加受け付けは

（https://csme.kurume-u.ac.jp/ws_24th/）より行っています。その他、不明な点が

あれば医学教育研究センター（内線：3068）までお問い合わせください。 

医学教育研究センターを楽しむためのヒント 
医学教育研究センターについて知ろう！（その１０） 

Q: 小部屋が増えたようですが（１）？ 

A: 第二次室内工事で、応接スペースが完成しましたのでお客さんを募集しています。 

Q: 小部屋が増えたようですが（２）？ 

A: 第二次室内工事で、某スタッフの仕事効率が当センター比で120%アップしました。。 
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Education first !! 



E-Learningのお話 - その１ - 

北川周子 

 みなさま こんにちは。医学教育研究センターの北川です。センターニュース

でeラーニングのコラムを書くように指令を受けましたので、今回から少しずつ書

かせていただきます。 

 さて、昨年からジワジワと学内へ導入を進めている「moodle」。ムードルと

読みます。ヌードルではございません。初めてお聞きになった方、初めて見た方

も多いかと思いますが、実は230カ国、76,645サイト、9,000万弱のユー

ザ ー（2016.5.31現 在）に 利 用 さ れ て い る 世 界 最 大 級 のLMS

（Learning Management System）です。オープンソース*1で開発され

ており、誰でも自由に利用することができます。 

 オーストラリアの方が開発したことが始まりで、今でもオーストラリアに本部を

構えています。もちろん開発言語やサイト表示は英語です。ありがたいことに、

日本人数名がサイトの日本語化や日本語で使えるように開発したりしてくだ

さっています。 

 実は柏木先生は2004年頃にmoodleの日本語化に携わっていました！

その頃のお宝写真がコチラ（右）になります。 

干支がひとまわりしているくらい前です。お肌がプリプリです。 

 私は2011年にmoodleと出会いました。最初のmoodle mootという年

次学会では、2/3が外国人で、発表もセッションも英語ばかり、話し掛けられ

るのも英語ばかり。「more slowly」と「Pardon?」を乱発した2日間でした。

今となってはいい想い出です。 

 moodleは機能も多く、バージョンアップも半年に1度されるので着いていくの

がやっとですが、機能を試しながら様々な学習方法を模索しています。また、

みなさんがお使いになって偶然知ってしまった「裏メニュー」的なことがありました

ら是非教えてください！ 

引き続きmoodleも私もよろしくお願いいたします。 

 

*1 オープンソースとは、人間が理解しやすいプログラミング言語で書かれたコン

ピュータプログラムであるソースコードを広く一般に公開し、誰でも自由に扱って

よいとする考え方。また、そのような考えに基づいて公開されたソフトウェアのこ

と。 

今月の医学時事  

人口減少過去最大 

 人口動態統計が５月２３日に発表

されました。前年と比べた減少幅は過

去最大で、人口減に歯止めがかかって

いません。 

＜詳しくは巻内記事にて＞ 

NHK NEWS WEB 

http://www3.nhk.or.jp/news/

html/20160524/

k10010532501000.html 

 

朝日新聞 DIGITAL 

http://www.asahi.com/articles/

ASJ5R4R5XJ5RUTFK005.html 

 

政府統計の総合窓口 

https://www.e-stat.go.jp 

（柏木からの余談）2004年当時に

Moodleに初めて触れた際に、瞬間的に

その将来性を感じました。ただ、当時はま

だ日本語への対応が完全でなく、日本語

環境で使うためには様々な問題がありま

した。そこで、自分でなんとかしてしまえと、

コードの改変に挑みました。Moodleは

PHPという言語で書かれていますが、当

時私自身はPHPに触れるのは初めてでし

たので、丸１日かけておおよそのコード体

系を理解して、２日目から改変に挑戦し

公開を行いました（我ながら大胆すぎ

る）。当時のやりとりが、未だに見れるの

も凄いです（https://moodle.org/

mod/forum/discuss.php?

d=12179）。そんなMoodleも今では

日本語でも安心して利用できます。 



 
 医学教育研究センターのニュース

レターに記事を投稿したいと言う方

は、是非ご連絡をください。教員、

学生問いません。教育に関する事、

学校生活に関すること、ボランティア

活動に関する事、大学に対する要

望など、受け付けております。 

医学教育研究センター 

人口減少過去最大 

５月２３日に人口動態統計が発表されました。 

 厚生労働省が23日に発表した人口動態統計によると、死亡数は129万428人

で戦後最多。出生数から死亡数を引いた自然減は28万4772人。前年と比べた減

少幅は過去最大で、人口減に歯止めがかかっていない。 

 合計特殊出生率は１人の女性が生涯に産むと見込まれる子どもの数であり、

2015年は1.46。人口を維持するのに必要な2.07にはほど遠く、今後も人口減は

続く見通し。 

 2015年に生まれた子どもは100万5656人で、5年ぶりに増加したが、過去最少

だった2014年から2117人の増加にとどまり、過去2番目に少ない。 

 婚姻件数は63万5096組で戦後最も少ない。初めて結婚した人の平均年齢は

男性31.1歳、女性29.4歳。前年と同じで過去最高。平均初産年齢も30，7歳と

過去最高。 

（2016年5月24日 NHKニュースと朝日新聞から） 

 

 ちなみに、男性と女性の未婚率は20代後半が71％と60％、30代前半が47％と

33％、30代後半が35％と22％。生涯未婚率は17％と7％。夫婦1組あたりの子

どもは2.1人。結婚5年で子どもがいない夫婦は11％。体外受精児は年間4万人

(1983年以降40万人)。 

 高齢化と少子化はさらに顕著であり、人口構成は65歳以上が26％、75歳以上

が12％、80歳以上が6％、15歳未満が13％。生産年齢人口(15～64歳)は減

少傾向で61％。 

 死因の順位は、①がん37万人(29％)、②心疾患20万人(16％)、③肺炎12

万人(9％)、④脳卒中11万人(9％)、⑤老衰8万人(6％)、⑥事故4万人、⑦腎

不全2.5万人、⑧自殺2.4万人、⑨大動脈瘤/解離1.7万人、⑩慢性閉塞性肺

疾患1.6万人。1998年～2010年は3万人超だった自殺は減少、老衰と腎不全

が増加。中絶19万件(2000年は34万件)。   

安達 洋祐 
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※ 2014年までの政府統計（https://www.e-stat.go.jp）よりデータを抽出し、2015年値を加えグラフ化した。 



久留米シティープラザ（久留米

市の案内） 

https://

www.city.kurume.fukuo

ka.jp/1060manabi/203

0bunka/3040toshiplaza

/ 

 

久留米シティープラザのHP 

http://

kurumecityplaza.jp/ 

医学教育研究センターは最先端の技術で学生と教員を繋げます。 

編集スタッフより  

 こんにちは。編集担当の柏木です。第1２号です。今月から、E-Learningシステ

ム（Moodle）の利用説明を行う事にしました。徐々に利用者が増えております。学

生の能動的学修をサポートするためのE-Learningを是非活用して頂くために、もっと

多くの先生方に知っていただきたいと思います。学生はパソコンを用いなくても、スマホ

やタブレットからアクセスできますので、学生にとっての利便性も高いシステムです。 

お問い合わせ先  
当ニュースレターついてお気軽にお問い合わせください。  記事も募集しています。 

久留米大学医学部 医学教育研究センター  編集担当：柏木 孝仁 

〒830-0011 福岡県 久留米市旭町67 TEL: 0942-31-7764 FAX: 0942-31-7765 

https://csme.kurume-u.ac.jp  E-MAIL: csme@med.kurume-u.ac.jp 

第24回医学教育ワークショップ 

久留米シティープラザの案内 

 第24回医学教育ワークショップは久留米シティ―プラザにて開催されます。久留米

シティープラザは、平成28年4月27日に開館したばかりの文化交流施設で、ザ・グラ

ンドホール（1,509席）、久留米座（399座）、Ｃボックス、スタジオ、会議室

（大、中、小）を備え、ジャンルを問わず様々な催しができます。今回は、この久留

米シティープラザの会議室（中、小会議室）を会場として利用します。場所は旧六

角堂跡地にあります。久留米中心部の施設ですので、大学からのアクセスも容易で

す。是非、久留米シティープラザに足を運んで頂き、医学教育ワークショップにご参加

ください。 

今月のネコパンチ 


